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遠
藤
教
員

実
習
室

島
川
教
授

横浜キャンパス

　
日
本
工
学
院
専
門
学
校
は

今
年
４
月
、
東
京
・
蒲
田
キ

ャ
ン
パ
ス
に
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

科
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
を
新
設
し

た
。
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
×

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
」
を
教
育
の
柱

に
、
ホ
テ
ル
業
界
が
、
求
め

る
人
材
を
育
成
す
る
。

　
「
ホ
テ
ル
の
仕
事
の
や
り

が
い
は
、
人
や
社
会
に
貢
献

で
き
る
こ
と
。
お
客
さ
ま
の

喜
び
を
日
々
実
感
で
き
る
仕

事
で
す
。
そ
し
て
時
代
や
人

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の

が
変
化
し
ま
す
の
で
、
ゴ
ー

ル
が
な
い
と
い
う
の
も
魅
力

で
す
」
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト
出

身
で
、
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
専
任

教
員
の
遠
藤
麻
由
氏
は
、
ホ

テ
ル
業
の
魅
力
に
つ
い
て
こ

う
語
る
。
「
ホ
テ
ル
コ
ー
ス

で
は
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
に

必
要
な
ス
キ
ル
と
と
も
に
、

簿
記
や
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

な
ど
の
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

ス
キ
ル
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
、

そ
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や

人
間
力
を
高
め
る
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
幅
広
く
用
意

し
て
い
ま
す
」（
同
教
員
）。

　
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
の
最
大
の

特
徴
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
。
具
体

的
に
は
、
実
際
に
ホ
テ
ル
で

採
用
さ
れ
て
い
る
予
約
・
精

算
・
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
操
作
し
、
ホ
テ
ル
シ
ス

テ
ム
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
の
仕
組
み

を
理
解
さ
せ
る
。
ま
た
日
本

工
学
院
の
イ
ベ
ン
ト
系
学
科

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
ホ

テ
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

・
運
営
が
行
え
る
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
さ
せ
る
。

　
実
際
の
ホ
テ
ル
で
就
業
体

験
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
東
京
な
ど
国
内
有

数
の
ホ
テ
ル
の
協
力
で
実

施
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
系
ホ
テ

ル
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
資
格
取
得
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ

ス
技
能
検
定
、
サ
ー
ビ
ス
接

遇
検
定
、
秘
書
検
定
な
ど
を

推
奨
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
日
本
工
学
院
専
門
学
校

は
、
学
校
法
人
片
柳
学
園
が

運
営
。
同
学
園
は
他
に
、
日

本
工
学
院
八
王
子
専
門
学

校
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
、
さ
ら
に
東
京
工
科

大
学
・
大
学
院
・
附
属
日
本

語
学
校
・
片
柳
研
究
所
も
擁

す
る
教
育
機
関
だ
。
東
京
都

大
田
区
蒲
田
で
１
９
４
７
年

に
設
立
。そ
の
後
、日
本
テ
レ

ビ
技
術
専
門
学
校
、
日
本
電

子
工
学
院
と
名
称
を
変
え
、

産
業
界
の
要
請
に
応
え
る
技

術
者
教
育
を
行
っ
て
き
た
。

２
０
１
０
年
に
蒲
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
新
校
舎
が
完
成
。


年
に
は
４
千
人
収
容
の
舞
台

付
き
地
下
多
目
的
ホ
ー
ル

「
片
柳
ア
リ
ー
ナ
」
も
完
成

し
た
。
同
学
園
の
卒
業
生
総

数
は
約

万
人
に
達
す
る
。

　
神
奈
川
大
学
の
前
身
は
１

９
２
８
年
創
立
の
横
浜
学

院
。
誕
生
か
ら

年
目
を
迎

え
た
。

　
横
浜
は
ペ
リ
ー
上
陸
以
来

日
本
の
表
玄
関
で
あ
り
貿
易

や
文
化
交
流
の
一
大
拠
点
。

こ
の
地
で
、
向
学
心
の
あ
る

若
者
に
学
習
機
会
を
提
供
し

た
い
と
創
設
さ
れ
た
の
が
横

浜
学
院
だ
っ
た
。
「
教
育
は

人
を
造
る
に
あ
り
」
と
い
う

創
立
者
米
田
吉
盛
の
思
い

は
、
い
ま
も
熱
く
受
け
継
が

れ
て
い
る
。

　
神
大
（
じ
ん
だ
い
）
の
呼

称
で
親
し
ま
れ
る
同
大
は
、

大
学
に
８
学
部
、
大
学
院
に

８
研
究
科
を
有
す
る
全
国
有

数
規
模
の
総
合
大
学
で
、
卒

業
生
は
約

万
人
。
学
校
法

人
と
し
て
、
中
高
一
貫
校
も

擁
す
る
。
現
在
、
約
２
万
人

の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け

て
教
育
・
研
究
の
新
た
な
飛

躍
を
目
指
す
同
大
で
は
、
そ

の
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
と
し

て
、
２
０
２
０
年
４
月
に

「
国
際
日
本
学
部
」
を
新
設

し
た
。
同
学
部
に
は
「
国
際

文
化
交
流
学
科
」
「
日
本
文

化
学
科
」「
歴
史
民
俗
学
科
」

の
３
学
科
を
設
置
。
世
界
は

も
ち
ろ
ん
日
本
の
歴
史
と
文

化
の
深
い
理
解
に
根
ざ
し

た
、
世
界
の
人
々
の
多
様
で

多
彩
な
交
流
と
人
類
の
共
生

を
図
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力

的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
養

成
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
２
０
２
１
年
４
月
に
は

横
浜
み
な
と
み
ら
い
地
区
に

新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
。

「
国
際
・
日
本
」
の
融
合
し

た
未
来
「
創
造
・
交
流
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
「
み
な

と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に

は
、
現
在
は
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
に
置
い
て
い
る
国
際
日
本

学
部
と
外
国
語
学
部
、
湘
南

ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ

る
経
営
学
部
が
移
転
す
る
。

国
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
「
人
」

が
集
い
交
流
す
る
「
知
」
の

拠
点
を
開
く
。

　
神
奈
川
大
学
で
は
、
こ
れ

ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
新
た
な
契

機
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上

に
、
異
な
る
世

界
の
文
化
や
歴

史
、
多
元
的
な

価
値
を
理
解

し
、
い
か
な
る

地
に
あ
っ
て
も

「
世
界
的
な
」

視
点
に
立
ち
、

こ
の
地
球
に
住

む
良
識
あ
る
市

民
と
し
て
生
き

る
、
地
域
で
も

国
際
協
力
の
場

で
も
積
極
的
に

活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
を
め
ざ
す
。

　
２
０
２
０
年

月
に
完
成

予
定
の
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
そ
の
名
の
通
り

横
浜
の
心
臓
部
・
み
な
と
み

ら
い

地
区
に
建
て
ら
れ
る

高
さ
約
１
０
０
㍍
、
地
上


階
建
て
の
校
舎
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
系
３
学
部
に
在
籍
す
る

約
５
千
人
の
学
生
が
学
ぶ
こ

と
に
な
る
。

　
今
春
に
新
設
さ
れ
、
来
春

に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
す

る
こ
と
に
な
る
国
際
日
本
学

部
は
、国
際
文
化
交
流
学
科
、

日
本
文
化
学
科
、
歴
史
民
俗

学
科
の
３
学
科
で
構
成
。
同

学
部
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
文

化
交
流

多
文
化
共
生

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。

開
学
の
地
、
横
浜
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
存
分
に
活
用
し
た
学

び
を
展
開
。
み
な
と
み
ら
い

エ
リ
ア
の
博
物
館
や
美
術

館
、
劇
場
な
ど
の
現
場
で
の

実
習
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
い
っ
た
体
験
型
学
習
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
。

　
国
際
文
化
交
流
学
科
は
、

２
年
次
か
ら
「
文
化
交
流
コ

ー
ス
」「
観
光
文
化
コ
ー
ス
」

「
言
語
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
」

「
国
際
日
本
学
コ
ー
ス
」
の

４
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
専
門

的
な
学
修
を
展
開
す
る
。

　
文
化
交
流
コ
ー
ス
で
は
、

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を

的
確
に
理
解
し
、
比
較
に
よ

っ
て
自
文
化
を
相
対
化
し
な

が
ら
、
国
際
的
な
文
化
交
流

が
で
き
る
人
を
育
成
す
る
。

観
光
文
化
コ
ー
ス
で
は
、
観

光
が
生
み
だ
す
文
化
と
そ
れ

に
関
わ
る
人
々
と
の
関
係
を

理
解
し
、
そ
の
知
識
を
観
光

関
連
産
業
や
国
際
的
な
相
互

理
解
の
場
で
生
か
せ
る
人
材

を
育
成
す
る
。
言
語
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー
ス
で
は
、
こ
と
ば

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
知
識
と
洞
察
力
、
そ

し
て
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
実

践
的
な
知
識
と
分
析
力
で
新

時
代
を
切
り
開
く
人
を
育
成

す
る
。
国
際
日
本
学
コ
ー
ス

で
は
、
国
内
外
の
専
門
家
と

と
も
に
、
内
と
外
か
ら
「
日

本
」
を
見
つ
め
な
お
し
、
日

本
文
化
を
複
眼
的
に
理
解

し
、
日
本
で
も
世
界
で
も
活

躍
で
き
る
人
を
育
成
す
る
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
観
光
文
化
コ
ー
ス
の
島
川

崇
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

　


国
際
日
本
学
部
国
際

文
化
交
流
学
科
の
学
生
数

は
。

　
「
学
部
と
し
て
約
３
０
０

人
、学
科
と
し
て
１
７
７
人
。

新
設
学
部
な
の
で
現
在
は
１

年
生
し
か
い
な
い
が
、
２
年

次
か
ら
は
学
科
が
４
コ
ー
ス

に
分
か
れ
る
。
各
コ
ー
ス
の

上
限
人
数
は

人
に
設
定
し

て
い
る
」

　
―
―
担
当
教
員
数
は
。

　
「
観
光
文
化
コ
ー
ス
の
教

員
は
７
人
。
３
年
次
か
ら
ゼ

ミ
も
始
ま
る
が
、
一
つ
の
ゼ

ミ
の
学
生
数
は

人
以
下
に

な
る
。
少
人
数
制
で
目
の
行

き
届
い
た
手
厚
い
教
育
を
行

う
」

　


島
川
先
生
は
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
、
韓
国
観
光
公
社
な
ど
で

の
実
務
経
験
が
あ
り
、
総
合

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
、
サ

ー
ビ
ス
介
助
士
の
資
格
も
お

持
ち
だ
。
日
本
国
際
観
光
学

会
の
会
長
も
務
め
て
い
る
。

　
「
他
大
の
観
光
学
部
・
学

科
で
は
観
光
以
外
が
専
門
の

教
員
も
教
え
て
い
る
場
合
が

多
い
が
、
本
学
で
は
７
人
の

教
員
全
員
が
観
光
の
専
門
家

で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
誇
る
べ
き
特
徴
だ
」

　
―
―
観
光
文
化
コ
ー
ス
の

教
育
内
容
の
特
徴
は
。

　
「
履
修
科
目
『
人
文
観
光

資
源
論
』
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
人
文
学
に
基
盤
を
置

い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
学
問

の
領
域
は
自
然
科
学
、
社
会

科
学
、
人
文
学
に
大
別
さ
れ

る
。
既
存
の
大
学
に
お
け
る

観
光
教
育
は
社
会
科
学
系
が

中
心
だ
っ
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
ま

で
は
、
急
速
な
観
光
立
国
化

で
目
標
数
値
が
独
り
歩
き

し
、
本
来
の
観
光
交
流
や
持

続
可
能
な
観
光
が
軽
視
さ
れ

て
き
た
側
面
が
な
い
と
は
言

え
な
い
。
こ
の
機
会
に
冷
静

に
な
る
必
要
が
あ
る
。
人
文

学
的
見
地
に
立
っ
た
観
光
教

育
で
深
み
の
あ
る
観
光
人
材

を
育
成
し
て
い
く
」

　


神
奈
川
県
内
か
ら
通

う
学
生
が
多
い
の
か
。

　
「
県
内
、
近
隣
都
県
か
ら

通
う
学
生
は
も
ち
ろ
ん
多
い

が
、
大
学
全
体
と
し
て
は
、


％
の
学
生
が
自
宅
外
通
学

者
だ
。
神
奈
川
大
学
で
は
１

９
３
３
年
か
ら
独
自
の
奨
学

金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

『
給
費
生
試
験
』
の
合
格
者

に
は
４
年
間
で
最
大
８
４
０

万
円
の
返
還
不
要
な
奨
学
金

を
給
付
す
る
。
２
０
２
０
年

度
は
１
万
７
１
３
人
が
同
試

験
に
挑
戦
し
た
。
こ
の
制
度

は
単
に
経
済
援
助
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
く
、
広
く

全
国
か
ら
優
秀
な
人
材
を
募

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
」


